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申請書様式等はホームページからもダウンロードいただけます。

詳しくは、「会員の方へ」　http://www.jaftma.or.jp/koutori/をご覧下さい。
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購入申込書にご記入いただきFAXもしくはメールにてご注文ください。

釣竿における公正マークの使用及び基準に関する規則により、申請

者が「公正マークシール」を作成し、釣竿本体へ印刷・貼付するこ

とができます。（第７条１号・２号を参照してください）

釣竿における公正マークの使用及び基準に関する規則

釣竿の表示に関する公正競争規約第３条及び同施行規則第３条及び同施行規則第10条
にもとづき、公正マークを制定、その使用及び基準に関する規則を次のとおり定める。

第 1条	� 公正マークを使用できるものは、全国釣竿公正取引協議会（以下［協議会］という。）の会
員で、会員としての責務を履行している会員に限る。

第 2条	� 公正マークを貼付する釣竿は、グラスロッド、カーボンロッド、複合ロッドとする。

第 3条	� 公正マークは、その信用の維持と消費者の誤認を防止するため、協議会において統一して
作成したものを使用する。

第 4条	� 公正マークを使用する会員は、公正マーク使用申請書（別途様式）を協議会に提出するも
のとする。

第 5条	� 協議会は申請された公正マーク使用申請書に基づき下記の項目により審査する。
（１）�釣竿の表示に関する公正競争規約第２条、第３条、第５条、第６条及び第７条に示す

条件の適否
（２）釣竿の表示に公正競争規約施行規則に示す条件の適否

 （参考）第２条（定義）第３条（必要表示事項）第５条（特定用語の表示基準）
　　 第６条（特定事項の表示基準）第７条（不当表示の禁止）

第 6条	 協議会は、申請書を審査の上、適合したものについて認定書を交付する。

第 7条	 公正マークの仕様等は下記のとおりとする。
（１）公正マークの表示は、次の図柄をもって行う。

（２）公正マークの大きさは、図柄の直径を8.5㎜以上とする。
（３）公正マークの表示は、次のいずれかの方法で行っても差し支えない。

①公正マークを商品本体に印刷する方法
②公正マークを印刷したシールを商品本体に貼付する方法

　2　 公正マークは、商標法による登録を行うものとする。

第 8条	� 公正マークの交付を受けようとするものは、別途理事会で決定した金額を納付するものと
する。

附　則
　　１．�この規則の変更は、公正取引委員会及び消費者庁長官に届け出た日から施行する。
　　２．�この規則の施行前において事業者が出荷した釣竿の表示についてはなお従前の例による。


